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１．奥の谷モデル地区における里山保全施策の検討

(1)未調査区域（「南原」南東部）の現地調査

　昨年度調査で「（仮）富田林市里山保全地区指定に関する要綱」の対象区域として提案した中
の、未調査区域（「南原」南東部）について現地調査を行い、現況の植生や保全すべき自然等に
ついて検討した。

1）現地の概況

　未調査区域は、おおむね南原の谷筋の流域範囲として南東部の尾根上までとしている。
　当該区域谷筋の入口部分は、平成16年～17年に瀧谷不動明王寺の駐車場拡張工事に伴う造
成によって、もとの草地、湿地、ため池等の良好な自然環境が失われた。現在は新規農地とし
てクリの苗木が植栽され、一部にカサスゲ等の湿地を残すのみとなっている。造成対象外の谷
奥は、平成15年の調査でハンノキとガマの湿地やササユリ生育地などを確認している。
　尾根に至る斜面地は、雑木林とスギ・ヒノキ林、および一部に果樹園となっているが、いず
れも管理不足によって環境が悪化（竹やツルの侵入、薮化、常緑樹の繁茂や間伐不足による林
床の日照不足等）しているところが多い。最南部の尾根上には、スギ・ヒノキ林が倒木して放
置された箇所も見られる。
　区域内には造成時に整備された谷筋の道のほか、いくつかの踏み分け道があるが、ササ等に
覆われて歩行困難である。また、10年前の大阪国体の際に使われたハイキング道が1本通って
いるが、その後の維持補修はされていないため、危険な崖道となっている。谷の西側も急な崖
地となっており、奥の谷側からのアプローチも困難である。
　国体時の尾根道では、コナラ、アラカシ、サクラ（ヤマザクラ？）、ヒサカキ、モチツツジ、
ヤマフジ、クスノキ、ヤマモモ、モチノキ、ハゼ、ネズミサシ、カゴノキ、ソヨゴ、タラ、ヤ
ブムラサキ、ガマズミなどの樹木が見られた。

2）現地調査

　平成18年9月30日に、対象区域内を富田林の自然守る市民運動協議会のメンバーとともに
踏査し、現況状況を確認した。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入口部には、数年前に果樹類が植栽され
たが、現在は草に埋もれている。　①

造成地の状況。かつての良好な草地は
消失している。　②
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入口側の調整池：コンクリートで整備さ
れ水は濁っており植物は見られない。③

東側の斜面：農地跡がササに覆われ、
上部には竹の侵入が見られる。　④

造成地のクリは大部分が活着している。
草はあまり繁茂していない。　⑤

ウサギの糞があちこちに見られた。　
⑥

2つめの池：上手半分の表面にはコンク
リートが見られず底面にも土がある。⑦

浅くなった上手にはショウブとガマが
生えてきており水も比較的きれい。⑧

造成地の最奥部に残されたカサスゲの
小群落。　⑨

カサスゲの湿地で見られたミゾソバ。
⑩
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造成されていない「新池」ではカワセミ
の採餌行動（ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ）が見られた。⑪

同じく「新池」の堤は良好な草地と
なっている。　⑫

堤の草地に見られたツリガネニンジン。
ワレモコウも生育していた。　⑬

周辺の草地に生育していたアキノタム
ラソウ。　⑭

国体時の尾根道。コナラを主とした雑木
林だが、林床はヒサカキ等で暗い。　⑮

尾根道で見られたガマズミ。周辺には
モチツツジも多い。　⑯

間伐や枝打ちがされずに、林床が真っ
暗になったヒノキ林。　⑰

隣接するスギ林は比較的手入れされて明
るい。林床にバランが多く生える。⑱
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(2)当該区域の保全施策の提案

　現地調査にもとづき、富田林市「緑の基本計画」策定に向けて、「南原」南東部の里山保全施
策について以下のように提案する。

  （別図「緑の基本計画策定に向けた里山保全施策の提案」参照）　

Ⅰ　「（仮称）富田林市里山保全地区指定に関する要綱」の対象区域
約　３７ha   （一定面積の開発や伐採の届出義務等）
…　2005年度に施策提案を行った奥の谷、および今回調査地の南原の谷地をはさむ
　　両側の尾根の範囲（流域）

Ⅱ　借地契約等による土地の担保
…　南原入口部の農地の一画を担保し、南原での活動拠点とする。里山保全活動や
　　自然の紹介展示等に利用できる施設（里山博物館等）の整備が望まれる。

Ⅲ　覚書や協定締結による保全管理の実施
…　良好な自然環境を維持するために、早急に管理作業が必要な箇所

（入口部南東斜面のササ地、谷奥の湿地、倒木箇所等）

Ⅳ　保護区域の設定（開発禁止、土地の形質変更の禁止、保全管理の実施等）
…　貴重な植物（ササユリ、カサスゲ、ヌマトラノオ、ハンノキ等）の生育地
　　良好な自然が残るため池と堤（新池：ツリガネニンジン、ショウブ、カワセミ）

Ⅴ　自然再生区域（ビオトープづくり）
…　造成等によって失われた自然環境の再生が望ましい箇所
　　（造成で改変された2ヶ所の調整池、湿地環境が残る造成地最奥部の畑地等）

　　Ⅵ　市民農園の整備
…　クリが植栽された造成農地を市民農園として整備し、里山に親しめるレクリエ
　　ーションの場とする。

　　Ⅶ　 土地所有者への管理費補助
…　所有者による手入れがされている耕作地、果樹園等
　　（スギ・ヒノキ林やミカン園等）

　　Ⅷ　土地利用の規制
…　上記Ⅰ～Ⅵ以外の対象区域

　（将来的には所有者の了解を得てⅡ～Ⅵの保全施策を展開する。）
　　主にコナラの雑木林を対象とし、常緑樹の伐採等により明るい環境を維持する。

　　Ⅸ　自然観察路
…　インストラクター等による巡回管理、自然ガイド
　　奥の谷の自然観察路とネットワークできるよう、歩行困難になっている谷奥や
　　尾根にあがる道などを整備する。
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２.市内における保全すべき緑地の調査、検討

（1）保全すべき緑地の現地調査

　富田林市内に残存する緑地（奥の谷モデル地区以外）のうち、特に保全を要する緑地として、
錦織公園西部地区、お亀石古墳周辺地区、および東板持地区の３ヶ所をピックアップし、現地
調査を行った。

●錦織公園西部地区

1）現地の概況

　本地区は、大阪府営錦織公園と金剛伏山台住宅地にはさまれた緑地で、そのうち北側にあた
る、旧ゴルフ・テニス練習場周辺の約6haは「（仮称）金剛錦織パークシティ」として住宅地開
発される予定である。パークシティおよび周辺地区の植生と動物について、その計画書では次
のように記述されている。

　○植　生

　　本計画地は、12態様の植生群から構成されており、対象民有林に指定されている本計画地
　内東部山林・須賀大池西池喜志地区および西側金剛伏山台との間の緑地は、コナラ林を中心
　に、アカマツ林・モウソウチク林を主とした植生である。亜高木層にクロバイ・ヒサカキな
　どが多く混在し林内への日照を遮っているため、全般的に暗く、感想気味で種の多様性は高
　いとはいえない状況である。アカマツについては、植栽箇所以外は枯死木が多く、コナラ林
　への変遷が見られる。北側低地は、水田・畑・低茎刈り取り草地及びセイタカアワダチソウ
　が植生する休耕田で構成されている。植物貴重種として選定された種類は確認されなかった。

　○動　物

　　本計画地内及び周辺地区において、貴重種に関係するものとして、イタチ類の一種の糞・
　オオタカの営巣・メダカを確認した。このことについて、事前に大阪府環境農林水産部動物
　愛護畜産課、および同みどり・都市環境室自然みどり課と協議した結果、以下のとおりであ
　る。

　　・イタチ類の一種の糞

　　　糞より、チョウセンイタチかニホンイタチと思われる。ニホンイタチであれば貴重な種
　　類として選定される。しかし今回計画では、周辺に広がる樹林や草地等の面Ｓ期に比して
　　森林改変面積は極めて小さい。改変により生息可能な環境が減少し隣接樹林へも影響を与
　　えるものの、生息状況に変化をもたらすほどその影響は大きくないと予想される。

　　・オオタカ

　　　確認された営巣の位置・地形、周辺の工事環境、改変面積の規模等からして当該計画の
　　個体に与える影響は小さいと予測されるが、本計画においては造成工事中に過大な騒音や
　　振動を防止する対策を行うこと、本計画地内東部造成緑地を樹林化すること、および東部
　　隣接部の樹林地の保護等の保全措置を講じることで、本事業がオオタカの生息に与える影
　　響は、実施可能な範囲において最低限にとどめられると評価されることから、事業を進め

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　　る中で、引き続きモニタリング調査を行い、その生態の観察を続けるものとする。工事施
　　工に際しては、繁殖時期への対応等、個体に対する脅かしを最小限とするため、モニタリ
　　ング調査の結果を踏まえ、関係課と事前に協議し施工計画を決定するものとする。

　　・メダカ

　　　生息状況を再確認した上で、開発区域内生息地近在に現状復元計画（ビオトープ）によ
　　る生息場所を確保し、保護に当たる。

2）現地調査

　平成18年8月24日に、対象地の北側について、富田林の自然を守る市民運動協議会のメン
バーと現地調査を行った。

旧ゴルフ練習場（住宅開発地） 金剛伏山台側からの入口付近

一部に擁壁がみられる踏み分け道 林内の小暗い踏み分け道がつづく

送電線下の開けた谷地 小道は送電線管理用とみられる
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手前草地と右側樹林地は開発対象地 旧ゴルフ・テニス練習上の入口付近

コナラ林の中に侵入しつつある竹 アカマツも見られるが枯死木が多い

道は放置されて草に覆われつつある 北東側に隣接する錦織公園入口付近

良好な谷戸景観を残す北側の水田 生き物の生息に適した素掘り水路
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錦織公園西部地区　現地調査図
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●お亀石古墳周辺地区

1）現地の概況

　本地区は、国史跡指定地のお亀石古墳・オガンジ池瓦窯跡・新堂廃寺跡の東側に連なる緑地
で、東側はＰＬ教団の敷地と接し、西側ふもとには江綿グラウンドが立地している。主な植生
はコナラ林の雑木林であるが、お亀石古墳と江綿グラウンド、および一部の竹林以外は管理さ
れずに放置されており、広範囲に竹林が広がりつつある。
　史跡の周辺環境については、富田林市教育委員会の現地説明会資料（2002年2月）に次のよ
うに記述されている。

　○位置と環境

　　お亀石古墳は、羽曳野丘陵上の富田林市大字中野に位置しています。古墳はその丘陵が南
　東に突出した尾根上、標高約98mの位置に築かれています．丘陵東側の平地との比高は約50m
　あり、現在は古墳上から東方の平地部が一望できますが、東側の現在グラウンドになってい
　る場所に本来はもう一つの尾根が延びており、視界がさえぎられる形になっていました。
　　北側、東側、西側を山に囲まれ、前方の南側に水が流れる谷が位置する地形は、「四神相応
　（ししんそうおう）の地」として、風水思想に基づいて選ばれたと思われます。このような地
　理的な選択は、7世紀の古墳にしばしば行われています。
　　古墳から南東方向にあたる平地部には、飛鳥時代に創建された南河内最古の古代寺院であ
　る新堂廃寺跡が位置しており、その間にある谷筋には、寺院に供給する瓦を焼いた瓦窯（オ
　ガンジ池瓦窯）があることが確認されています。同じ羽曳野丘陵では、お亀石古墳の北側に、
　飛鳥時代の古墳である宮前山古墳が位置しています。このように、飛鳥時代の景観を復元す
　る上で非常に重要である地域といえます。

 

現地の看板より

お亀石古墳

ｵｶﾞﾝｼﾞ池瓦窯

新堂廃寺跡
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2）現地調査

　平成18年8月24日に、お亀石古墳周辺について、富田林の自然を守る市民運動協議会のメ
ンバーと現地調査を行った。

古墳まわりは草刈りが行われている 林床に見られたタカサゴユリ

オガンジ池横のアプローチ オガンジ池

古墳への登り口付近 お亀石古墳

尾根上に見られるエノキの列木 江綿グラウンド
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無断侵入を禁じる看板 タケノコの盗掘も多いようである

クヌギやコナラの大木が点在する

樹液に集まったコガネムシ類

ＰＬ教団の敷地との境界フェンス

竹林内には踏み分け道が通っている 竹林内のヤマモモの大木
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●東板持地区

1）現地の概況

　本地区は、南河内郡河南町との市境近くを流れる宇奈田川沿いの農地と樹林地である。地区
の北端の棚田状の水田は、小規模ではあるが畦草草地・ため池・雑木林が一体となった良好な
自然環境が残されている。また、そのすぐ南の竹林では、「富田林の自然を守る市民運動協議
会」主催の里山講座が、地元の「環境保護委員会」の協力を得て開催されており、宇奈田川沿
いに連続する竹林周辺にはホタルが生息している。
　国道309号の両側には圃場整備した農地が広がっているが、資材置き場等に転用されている
農地も複数箇所見られ、良好な農地景観が損なわれている。
　地区の南部には、市南部からつづく丘陵地のまとまった雑木林がある。以北の丘陵地は、山
手町や東板持町の住宅地開発や国道309号の整備によって分断・消失しているため、この地区
が南部の山地から連続する丘陵地の最突端となっている。

2）現地調査

　平成18年11月 15日に、東板持地区について、富田林の自然を守る市民運動協議会のメン
バーと現地調査を行った。

地区北端の棚田と背後の雑木林 ツリガネニンジン等が見られる良好な
環境の水田畦畔

棚田上部の下側のため池。護岸は石積
みになっている。

上側のため池
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雑木林には、常緑樹やササが侵入している。 林奥の作業小屋。尾根の向こうはかがり台
住宅地。

隣接する河南町側の農地と雑木林。 里山講座で間伐を行う竹林。手前に資材置
き場が見える。

宇奈田川と川沿いの竹林。 国道309号北側の農地と竹林。

国道309号をのぞむ。
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（2）調査地区の位置づけ

●「緑の基本計画」現況調査（平成14年3月）

　本計画調査において調査地区は、全市レベルの緑地評価において、骨格的な緑地を形成する
「丘陵地の緑」として位置づけられている。

・北西部および南東部には、大阪層群からなる丘陵地が広がる。ここは、谷地田が入り込
み、ため池等とあいまって良好な水辺環境を形成している。

・かつて良好な里山の環境が展開していたものと考えられるが、ミカン畑として開発され
ながら現在では放置されていたり、そうしたところに竹林が浸出するなどしており、森
林の荒廃が目立っている。

・残されたこうした丘陵地の緑は、本市の身近な里山的環境として維持･改善することで、
その価値をさらに活かしていくことが期待される。

　また各地区はそれぞれ「一団の樹林地」「段丘崖樹林」および全市レベルの「田園の緑」とし
てその重要性が述べられている。

　　＜錦織公園西部地区＞

・環境保全系統にかかる「一団の樹林地」

　　南部の錦織公園一帯の樹林地もため池と一体となって良好な環境を形成しており、豊
かな生き物の生息が期待される。

　　＜お亀石古墳周辺地区＞　

・緑の連続性を形成する「段丘崖樹林」
　段丘崖の緑は、新興住宅地と既成市街地を分ける緑として、また、本市の市街地の特
徴ある緑地構成を象徴する緑として重要である。

　　＜東板持地区＞（※特に地区を指定しての位置づけはされていない。）

・市街地のスプロール的進出や農地の維持管理の問題等により、次第に緑地として分断さ
れつつあるが、今後とも生産を基盤とした緑地ゾーンとして保全･育成を図っていく必
要がある。
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●富田林市都市計画マスタープラン（見直し策定中）

　本プランの地域別構想で、錦織公園西部地区およびお亀石古墳周辺地区の土地利用は、中部
および西南部地域における「緑地ゾーン・公園レクリエーションエリア」に位置づけられてい
る。また、東板持地区は、東部における「農業ゾーン・農業エリア」に位置づけられている。

錦織公園西部地区

緑地ゾーン

お亀石古墳
周辺地区

土地利用方針

●緑地ゾーン
　規模の大きな公園･レクリ　
エーション施設などを緑地　
として保全する（錦織公園、
PLゴルフ場周辺など）。
●農業ゾーン
　まとまりのある有料農地を
保全する（石川右岸側の農振
農用地など）。

東板持地区

農業ゾーン
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（3）「緑の基本計画」策定に向けた保全施策の提案

　今回、保全すべき緑地としてピックアップした３地区は、いずれも市内に残存するまとまっ
た緑地であるとともに、地域住民がかかわる自然保全の動きが見られる箇所である。また、各
緑地は、オオタカが生息する雑木林（錦織公園西部地区）、重要な史跡のある丘陵地（お亀石古
墳周辺地区）、小河川沿いの田園地帯（東板持地区）と、それぞれ特色をもっている。そこで、
各地区の緑地の保全施策を以下のように提案する。

●錦織公園西部地区

1）地区の特徴

○地元の「寺池台3丁目自治会」によるオオタカ保護の活動が行われている。

○今後は以下のような取組みが予定されている。（「寺池台3丁目自治会便り」より）

・都市計画マスタープランへの要望 ・保護活動の組織づくり

・署名活動のよびかけ ・大阪府への環境調査の依頼

・住宅開発に対する提案 など

○隣接する府営錦織公園や周辺の農地とあわせて、鳥類が多く見られる地区である。
（参照：大阪府の鳥類調査リスト2006年 10月）

2）保全施策（案）

施策のイメージ　　“オオタカのすむ森づくり”

○オオタカ営巣地周辺の雑木林

生息地としての環境を損なわないよう、これ以上の開発や森林伐採、人の立ち入り
（密猟、撮影、観察等）を制限すること、また適度な雑木林の管理（竹林の除去、間伐
等）が必要である。

→　都市緑地法にもとづく「緑地保全地域」の指定
　 　 　　府営錦織公園の拡張
　 　 　　富田林市「自然環境保全条例」の制定による保全

　　自然観察会や勉強会などの啓発活動　　など

○住宅開発区域

住宅開発の際には、周辺部の緑地をできるだけ残存させる、住宅内の緑化を積極的に
行う、調整池や公園のビオトープ化など、オオタカ生息地と連続した自然環境を創出
することが求められる。

→　開発業者への緑化指導
　　「緑地協定」による緑化の推進
　　自治会と連携したビオトープづくり　　など

○周辺の農地、ため池

オオタカは営巣地のある雑木林を拠点に、周辺の水田や畑地、ため池周辺等を餌場と
して飛来していると考えられる。そのため本地区周辺の農地についての保全施策を同
時に進める必要がある。

→　土地利用調整エリアにおける農地保全施策
　　生産緑地地区の指定
　　住宅地等の開発規制・誘導　　など
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●お亀石古墳周辺地区

1）地区の特徴

○地区内のお亀石古墳およびオガンジ池瓦窯跡は、国史跡指定地として富田林市教育委員会
が管理している。

○周辺の丘陵地からは古墳や山城等の史跡出土の可能性があり、今後の調査が待たれる。

○地元企業所有のグラウンドや一部の竹林・雑木林は、所有者による草刈り管理等が行われ
ている。

○地域住民による保全運動によって緑地が残された経緯がある。

2）保全施策（案）

施策のイメージ　　“緑につつまれた史跡の丘”

○史跡出土の可能性のある尾根筋

特にお亀石古墳から続く尾根筋やオガンジ池南側の尾根などは史跡出土の可能性が高
く、現況を保存した上で、今後、詳細な調査と保全を図っていく必要がある。

→　国史跡指定地の区域拡張
　　富田林市の歴史文化財指定
　　史跡公園としての都市公園整備
　　新堂廃寺跡ともネットワークされた史跡散策道の整備　　など

○周辺の竹林・雑木林・グラウンド

竹林の拡大防止と適正管理、エノキやクヌギの大木の保全と良好な雑木林の育成など、
史跡と一体となった緑地を形成することが望まれる。また既存のグラウンドは市民利
用のできる公的施設としてのポテンシャルが高い。

→　都市緑地法にもとづく「市民緑地」の指定
　　山林所有者と連携した竹林・雑木林の維持管理
　　都市公園の整備によるグラウンド利用　　など

●東板持地区

1）地区の特徴

○地元自治会の「環境保護委員会」による自然保全活動（里山管理、川の清掃等）の取組み
がある。

○宇奈田川沿いに広がる農地と河畔の竹林、里山などが一体となった良好な環境である。

○宇奈田川の水路はコンクリート護岸となっているが、底部には土の堆積や草が繁茂して生
きものの生息空間となっており、周辺ではホタルが見られる。

○南部のまとまった雑木林の一部は、資材置き場や作業場として利用されている。

2）保全施策（案）

施策のイメージ　　“自然と調和した田園景観”
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○宇奈田川沿い

現在取り組まれている地元自治会の活動をより推進し、ゴミの除去や水質浄化、ホタ
ルが生息する環境の保全など、周辺の田園景観と一体となった美しい水辺景観の形成
が望まれる。

→　地元自治会の環境保全活動の支援
　　アドプトリバー制度（大阪府）の活用　　など

○北端の棚田と雑木林、川沿いの竹林

棚田畦畔の草刈りや密生した雑木林の手入れ、ため池の補修、間伐による竹林の拡大
防止など、現在の状態を維持・改善するための管理を行い、多様な動植物が生息でき
る自然環境を創出することが望ましい。

→　都市緑地法にもとづく「市民緑地」の指定
　　地元自治会と連携した維持管理
　　里山講座や自然観察などの啓発活動
　　河南町と連携した環境保全施策　　など

○南側のまとまった雑木林

自然環境についての情報に乏しいため、調査を行った上で保全方針を定め、所有者の
理解を得ながら市民参加の維持管理や啓発活動を行いたい。

→　植生や生きものについての調査
　　山林所有者と連携した維持管理
　　里山講座や自然観察などの啓発活動　　など

○宇奈田川沿いの農地

営農を支援して良好な農地管理を行うとともに、遊休農地の活用や資材置き場等の規
制・誘導等を行い、現在の田園景観の維持・保全を図ることが求められる。

→　農業者の支援・育成
　　遊休農地の「市民農園」としての活用
　　土地利用の規制・誘導　　など
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参考資料

○　寺池台3丁目自治会便り （H18/10/1）

○　お亀石古墳　現地説明会資料 （H14/2/10）

（H18/3/25)

○　東板持地区　里山講座 （H18/10/15、11/18）

23



24



25



26



27



富田林市教育委員会　2002年 2月 10日（日）

■はじめに

　富田林市教育委員会では、新堂廃寺（しんどうはいじ）・オガンジ池瓦窯・お亀石古墳の国の
史跡指定を目的とする5カ年計画の範囲確認調査を行ってきました。その最終年となる平成13
年度は、お亀石古墳の墳形・墳丘規模を確認する調査を実施しました。

　お亀石古墳は、遺体を収める内部構造としては横口式石槨（よこぐちしきせきかく）を採用し
ています。その形態は、家形石棺に入り口を設けて石槨として利用しており、また、その石榔の
周囲には瓦が積み上げられているという、きわめて特殊な構造をもっていることから、考古学史
的にも注目を集めてきた古墳でした。しかしながら、古墳の形状・大きさについては、発堀調査
による確認が行われないままに、直径約15mの円墳として認識されてきました。

　今回は、その不確実な点を明らかにするために、墳丘に9ケ所の調査区（トレンチ）を設定
し、発掘調査を行いました。

■位置と環境

　お亀石古墳は、羽曳野丘陵上の富田林市大字中野に位置しています。古墳はその丘陵が南東に
突出した尾根上、標高約98mの位置に築かれています．丘陵東側の平地との比高は約50mあり、
現在は古墳上から東方の平地部が一望できますが、東側の現在グラウンドになっている場所に本
来はもう一つの尾根が延びており、視界がさえぎられる形になっていました。なぜこのような場
所に古墳が築かれたのでしょうか。

　北側、東側、西側を山に囲まれ、前方の南側に水が流れる谷が位置する地形は、「四神相応
（ししんそうおう）の地」として、風水思想に基づいて選ばれたと思われます。このような地理
的な選択は、7世紀の古墳にしばしば行われています。

　古墳から南東方向にあたる平地部には、飛鳥時代に創建された南河内最古の古代寺院である新
堂廃寺が位置しており、その間にある谷筋には、寺院に供給する瓦を焼いた瓦窯（オガンジ池瓦
窯）があることが確認されています。同じ羽曳野丘陵では、お亀石古墳の北側に、飛鳥時代の古
墳である宮前山古墳が位置しています。このように、飛鳥時代の景観を復元する上で非常に重要
である地域といえます。

■調査成果

墳丘

　調査の結果、お亀石古墳の墳丘は原形をよくとどめているとは言えません。大部分の調査区に
おいて、中世、主に室町時代に墳丘周囲を改変していることがわかりました。

　しかしながら、墳丘東側の調査区（第7トレンチ）と北東側の調査区（第8トレンチ）におい
て、古墳築造時の墳丘盛土が裾部まで残っていることが確認されました。その裾部が石槨の中心
から10.5mの位置にあたることから、古墳の東西幅を21mに復元できます。また、この盛土が南
北方向に直線的に伸びることが確認できたため、お亀石古墳が一辺を21mとする方墳であること
が復元できました。
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　墳丘盛土は、西側の調査区（第3トレンチ）で最もよく観察できました。盛土は、丘陵の原地
形上に、墳丘の形状を整えるために削った土を利用して行われています。その盛土の土層断面を
観察したところ、20cmから30cmの間隔で粘土を多量に混ぜた土を水平に挟んで盛土を安定させ
るという工夫が確認できました。

　さらに、墳丘の東側と南側には、丘陵を削った平坦な面が形成されています。しかしながら、
今回の調査では、この平坦面が墳丘にどのような形で接続するのかを明らかにすることはできま
せんでした。

　なお、葺石（ふきいし）・貼石（はりいし）などの外部施設は確認できませんでした。

掘り込み施設

　北側調査区（第1トレンチ）・東側調査区（第7トレンチ）で、石槨を築くための掘り込みが
確認できました。掘り込みは、石槨の北端から約3.7m、東端から約2.9mの地点から行われてい
ます。掘り込みを埋めた土は、盛土と同様の土を使用しています。

閉塞石（へいそくせき）

　墳丘の南西側に、10cmから40cm程度の大きさの川原石が100点ほど散らばっていることが確
認されました。この石は本来横口式石槨の閉塞石として使用されていたものと考えられ、古墳が
盗掘された際にばら撒かれたものと想像できます。お亀石古墳では、従来閉塞石の存在は確認さ
れていませんでしたので、重要な発見といえます。

出土遺物

　古墳に関係すると考えられる遺物については、瓦片・須恵器片などがあります。すべてが表土
や墳丘から流失した土から出土しているものです。瓦については、過去の調査で石槨の周囲に平
瓦が積み上げられていたことが確認されていますので、出土したものの中のいくつかは石槨周囲
の構造物であった可能性が高いといえます。しかしながら、奈良時代以降の瓦片も出土していま
す。須恵器には、蓋杯（ふたつき）・壷・瓶（かめ）があります。その特徴から7世紀前半中頃
のものと考えられます。お亀石古墳から時期を推定しうる資料が得られたのは初めてであり、古
墳の築造年代を知る上で貴重な資料となります。

■まとめ

　今回の調査で、今まで不確実だったお亀石古墳の墳形・墳丘規模の復元がある程度可能になり
ました。また、古墳の時期を推定できる貴重な資料を得ることもできました。ここではまとめに
かえて、古墳に葬られたのがどのような人物であったのかに追ってみます。

　お亀石古墳は、南河内における飛鳥時代（7世紀前半中頃）の古墳として、その卓越した石槨
の規模から見ると、相当な有力者であったことがうかがわれます。また、石槨周囲の瓦積みの存
在から、近接する新堂廃寺の創建者であると考えられます。丘陵上にこのような大規模な古墳を
築造することができ、古代寺院を建立することができる人物としては、蘇我氏と深い関係がある
人物とみなすのが妥当であると思われます。古墳の形状が方墳であることもそのことを裏付ける
と考えられます。
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第1回講座 平成１８年１０月１５日（日）9：00～ 12：00

　里山や農地の自然観察会

第2回講座 平成１８年１１月１８日（土）10：00～ 12：00

　竹林管理についての講座

講師：伊藤孝美氏（大阪府食と緑の総合技術センター）

第3回講座 平成１８年１２月　９日（土）10：00～ 15：00

　竹林間伐の実習作業（雨天のため延期）

東板持地区における「里山講座」

●講座の概要
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